
日
本
国
政
府
に
よ
る
国
費
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
大
学
。
大
学
院
入
学
前
予
備
教
育
機
関
が
東
京
と
大
阪
の
二
施
設
に
あ
る
。
そ
の
う

ち
東
京
の
機
関
で
あ
る
東
京
外
国
語
大
学
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
）
で
は
、
学
部
進
学
予
定
者
の
場
合
、
四

月
か
ら
翌
年
一
一
一
月
ま
で
の
一
年
間
に
わ
た
る
予
備
教
育
を
全
寮
制
の
も
と
に
行
な
っ
て
い
る
。
第
一
著
者
は
教
科
と
し
て
は
異
文
化
間
心
理

学
の
授
業
を
担
当
し
、
あ
わ
せ
て
教
室
棟
と
寮
棟
の
中
間
に
位
置
す
る
常
設
の
相
談
室
に
お
い
て
カ
ゥ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
な
っ
て
い
る
。
本

研
究
は
セ
ン
タ
ー
の
留
学
生
を
対
象
に
来
日
一
年
目
の
異
文
化
適
応
と
健
康
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。

対
象
と
な
る
留
学
生
は
、
原
則
と
し
て
最
初
の
一
年
間
を
セ
ン
タ
ー
で
日
本
語
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
予
備
教
育
を
受
け
、
そ
の
後
、
日

本
各
地
の
国
立
大
学
で
四
年
間
の
学
部
教
育
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
四
月
か
ら
始
ま
る
セ
ン
タ
ー
で
の
生
活
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学

生
に
と
っ
て
、
初
め
て
親
元
か
ら
離
れ
て
の
外
国
生
活
で
あ
る
。
そ
の
た
め
最
初
の
一
年
間
は
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
環
境
の
変
化
が
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大
き
く
、
多
大
の
適
応
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
頭
痛
。
抜
け
毛
。
生
理
不
順
・
食
欲
不
振
・
過
食
。
不
眠
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
的
訴
え
を
も
っ
て
相
談
室
を
訪
れ
る
学
生
が
い
る
。
一
九
九
三
年
度
の
場
合
、
来
日
一
年
目
の
留
学
生
の
相
談
の
内

容
の
う
ち
ほ
ぼ
一
割
が
健
康
問
題
を
占
め
て
い
る
（
井
上
。
鈴
木
、
一
九
九
一
一
一
）
。
こ
の
数
値
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
は
い
え
な
い
が
、
一
見
、

身
体
症
状
を
訴
え
る
よ
う
に
み
え
て
、
実
は
そ
こ
に
は
本
人
も
気
づ
か
な
い
心
理
的
悩
み
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
と
き
に
自
殺
企

図
な
ど
の
深
刻
な
問
題
を
含
む
例
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
身
近
な
生
活
情
報
を
聞
き
に
き
た
と
き
に
、
ふ
と
自
分
の
抱
え
て
い
る
身
体
的
、

心
理
的
な
悩
み
を
も
ら
す
場
合
も
あ
る
。
通
常
は
全
く
相
談
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
な
く
、
外
見
的
に
は
何
も
悩
承
が
な
い
よ
う
に
見
え
た

学
生
が
突
然
激
し
い
不
適
応
症
状
。
行
動
を
示
す
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
留
学
生
の
異
文
化
適
応
の
過
程
に
あ
っ
て
は
身
体
的
、

精
神
的
健
康
の
問
題
が
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
外
国
人
留
学
生
の
異
文
化
適
応
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
村
田
。
原
（
一
九
九
一
一
）
の
適
応
時
間
に
関
す
る
研
究
や
田
中
ほ

か
（
一
九
九
○
）
の
異
文
化
適
応
尺
度
の
検
討
な
ど
が
あ
り
、
健
康
問
題
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
大
東
ほ
か
（
一
九
九
一
一
一
）
、
ま
た
心
理

的
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
は
Ｙ
・
モ
イ
ャ
ー
（
一
九
八
七
）
な
ど
の
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
体
的
に
も
精
神
的

に
も
急
激
な
変
化
を
経
験
す
る
来
日
一
年
目
の
留
学
生
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
留
学
生
を
対
象
に
、
来
日
後
一
年
間
の
異
文
化
適
応
過
程
と
、
精
神
的
健
康
も
含
め
た
留
学
生
の

健
康
問
題
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
来
日
当
初
（
五
月
）
、
お
よ
そ
半
年
後
（
一
○
月
）
、
そ
し
て
一
年
後

（
一
一
一
月
）
の
一
一
一
回
の
縦
断
的
な
、
す
な
わ
ち
時
間
的
変
化
を
追
っ
て
い
く
質
問
紙
調
査
と
い
う
方
法
と
、
学
生
に
身
近
に
接
し
な
が
ら
一
年

間
に
わ
た
る
適
応
状
態
の
観
察
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
に
よ
る
事
例
研
究
で
あ
る
。
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質
問
紙
調
査
の
内
容
は
、
異
文
化
適
応
に
対
す
る
態
度
と
健
康
に
つ
い
て
の
項
目
で
あ
る
。

こ
の
質
問
紙
調
査
の
目
的
は
、
留
学
生
の
来
日
一
年
目
の
異
文
化
適
応
の
過
程
を
四
つ
の
適
応
の
タ
イ
プ
に
対
す
る
態
度
と
、
精
神
衛
生

を
中
心
に
し
た
健
康
に
つ
い
て
の
項
目
（
Ｓ
Ｃ
Ｌ
‐
帥
‐
Ｒ
、
一
九
八
三
年
版
を
使
用
）
と
を
、
来
日
直
後
、
約
半
年
後
、
約
一
年
後
の
一
一
一

回
に
わ
た
っ
て
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
の
時
間
的
変
化
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
両
者
の
関
係
と
そ
の
関
係
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
両
者
の
項
目
間
の
関
連
の
検
討
は
す
で
に
井
上
・
伊
藤
（
一
九
九
四
）
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、

適
応
の
態
度
の
調
査
結
果
を
も
と
に
全
体
的
な
傾
向
を
検
討
し
、
併
せ
て
三
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
本
人
の
異
文
化
適
応
態
度
の
時
間
的

変
化
を
吟
味
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
日
本
に
お
け
る
留
学
生
の
異
文
化
適
応
の
問
題
は
、
日
本
社
会
へ
の
文
化
的
適
応
過
程
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

本
研
究
で
は
、
異
文
化
適
応
の
過
程
の
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
自
国
の
文
化
と
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
達
を
重
視
す
る
立
場

か
ら
、
Ｊ
・
ペ
リ
ー
（
団
図
星
ご
函
Ｐ
］
塞
呼
国
①
Ｈ
皇
国
且
屍
言
》
ご
認
）
の
概
念
を
用
い
た
（
表
１
）
。
異
文
化
適
応
（
ア
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
の
態
度
は
、
自
文
化
に
対
す
る
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
す
る
か
ど
う
か
と
、
相
手
国
す
な
わ
ち
日
本
の
人
々
と
の
関

係
を
重
視
す
る
か
で
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
「
統
合
」
（
言
①
唱
呂
○
口
）
は
両
方
と
も
重
視
す
る
態
度
で
あ
り
、
「
同
化
」

1３１

本
論
文
で
は
、
対
象
者
の
異
文
化
適
応
と
健
康
と
の
関
連
を
示
す
た
め
に
一
一
つ
の
心
理
学
的
な
方
法
を
用
い
た
。
第
一
に
、
研
究
の
対
象

で
あ
る
留
学
生
の
全
体
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
質
問
紙
に
よ
る
調
査
を
、
一
九
九
三
年
度
の
留
学
生
を
対
象
と
し
て
行
な
っ
た
。

第
二
に
、
事
例
研
究
法
に
よ
っ
て
、
異
文
化
適
応
と
健
康
状
態
と
の
強
い
関
連
を
示
す
事
例
を
中
心
に
分
析
し
た
。

質
問
紙
調
査
の
内
容
と
方
法

謝
謝
擬
蛙
蛎
訣
竺
諏
嬬
騨
雷
註
罰
癒
階
暖
駐

隙

Iｉ

土
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対
象
者
の
概
要

セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
学
部
留
学
生
の
定
員
は
毎
年
六
○
人
で
あ
る
。
本
研
究
の
対
象
で
あ
る
九
三
年
度
の
受
け
入
れ
学
生
数
は
男
性
一
一
一

七
人
、
女
性
一
六
人
の
計
五
一
一
一
人
で
あ
っ
た
。
年
齢
は
九
一
一
一
年
四
月
の
時
点
で
、
一
七
歳
が
一
一
一
人
、
一
八
歳
が
一
六
人
、
一
九
歳
が
一
○
人
、

一
一
○
歳
が
一
五
人
、
一
二
歳
が
九
人
で
、
平
均
年
齢
一
九
。
一
一
歳
の
青
年
期
に
あ
た
る
。
国
籍
は
、
タ
イ
（
八
人
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
（
六

人
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
五
人
）
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
五
人
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
五
人
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
四
人
）
、
モ
ン
・
コ
ル
（
四
人
）
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
（
四
人
）
、
ル
ー
マ
ニ
ア
（
一
一
人
）
、
ベ
ト
ナ
ム
（
一
一
人
）
、
ネ
パ
ー
ル
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ラ
オ
ス
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
西
サ
モ
ア
、
・
ハ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
国
々
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
ほ
ぼ
八
割
を
占
め
て
い
る
。

四
月
入
学
時
の
調
査
（
英
文
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
留
学
の
動
機
で
最
も
多
い
の
は
、
「
日
本
語
が
役
に
た
つ
」
「
専
門
が
進
ん
で
い
る
か

ら
」
と
い
う
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
全
体
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
、
「
日
本
社
会
や
文
化
に
興
味
が
あ
る
」
が
一
九
％
で
あ
っ
た
。
来
日
前
の
日

本
に
関
す
る
知
識
は
「
あ
ま
り
な
い
」
（
六
五
％
）
と
答
え
る
者
が
多
く
、
来
日
前
の
日
本
に
関
す
る
情
報
は
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
本
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
年
前
の
セ
ン
タ
ー
学
生
の
調
査
（
鈴
木
・
井
上
、
一
九
九
一
一
一
）
と

同
じ
く
好
意
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
信
仰
を
持
っ
て
い
る
学
生
は
五
三
人
の
う
ち
四
四
人
と
高
率
で
あ
る
。
宗
教
の
内
訳
は
、
仏
教
（
二
一
一

人
）
、
キ
リ
ス
ト
教
（
一
七
人
）
、
イ
ス
ラ
ム
教
（
四
人
）
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
（
一
人
）
で
あ
り
、
食
生
活
や
祈
り
の
儀
式
な
ど
日
常
生
活
に
も

そ
の
多
様
性
が
表
わ
れ
て
い
る
。

学
生
は
、
来
日
時
に
す
で
に
理
科
系
。
文
科
系
の
志
望
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
進
学
先
の
大
学
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
の
は
翌
年
二
月

頃
で
あ
る
。
進
学
大
学
の
決
定
は
セ
ン
タ
ー
で
の
成
績
な
ど
い
く
つ
か
の
要
因
に
よ
る
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
希
望
大
学
に
進
学
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、
学
生
に
強
い
ス
ト
レ
ス
と
不
安
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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表｜異文ｲﾋ適応（アカルチユレーシヨン）の４つの態度

質
一
間
紙
に
よ
る
調
査
の
結
果
と
考
察

四
つ
の
態
度
ご
と
に
全
員
の
平
均
の
推
移
を
．
図
１
に
示
し
た
。
最
低
点
が
一
点
、
最
高
点
が
五
点
で
あ
る
。

一
一
一
回
の
調
査
の
い
ず
れ
も
、
「
統
合
」
が
他
の
一
一
一
つ
の
態
度
よ
り
も
有
意
に
平
均
値
が
高
か
っ
た
（
Ｔ
検
定
、

五
％
水
準
、
以
下
同
じ
）
。
「
周
辺
化
」
と
「
分
離
」
と
の
間
と
、
「
周
辺
化
」
と
「
同
化
」
と
の
間
に
有
意
差
が
あ
っ
た
が
、
「
同
化
」
と

「
分
離
」
の
一
一
者
間
に
は
有
意
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
反
応
は
、
圧
倒
的
に
「
統
合
」
の
態
度
が
強
く
、
「
同
化
」
「
分

離
」
の
態
度
が
弱
く
、
「
周
辺
化
」
の
態
度
は
そ
の
中
間
で
あ
っ
た
。

異
文
化
適
応
の
態
度
の
一
年
間
の
変
化
を
見
て
み
る
と
、
五
％
水
準
以
下
で
平
均
値
の
有
意
差
の
あ
っ
た
の
は
、
「
統
合
」
の
第
一
回
目

と
第
一
一
回
目
（
差
の
平
均
Ｍ
Ⅱ
○
・
一
三
、
標
準
偏
差
Ｓ
Ｄ
Ⅲ
○
・
五
一
）
、
「
統
合
」
の
第
一
一
回
目
と
第
三
回
目
（
Ｍ
伽
○
・
一
一
○
、
Ｓ
Ｄ

:鰐｡匡器
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周辺化

（
四
の
の
言
旨
威
○
巳
は
日
本
と
の
関
係
を
重
視
し
て
自
文
化
を
重
視
し
な
い
態
度
で
あ
る
。
「
分
離
」
（
の
①
富
，

『
登
○
コ
）
は
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
し
、
日
本
の
文
化
や
人
食
と
は
交
わ
ら
な
い
態
度
で
あ
る
。

「
周
辺
化
」
（
ｇ
幽
侭
冒
幽
言
呂
○
口
）
は
ど
ち
ら
と
も
重
視
し
な
い
態
度
で
あ
る
。

・
異
文
化
適
応
の
態
度
に
関
す
る
質
問
紙
は
、
Ｕ
・
キ
ム
（
震
日
》
乞
麗
）
の
質
問
紙
を
も
と
に
「
統
合
」

「
同
化
」
「
分
離
」
「
周
辺
化
」
の
四
つ
の
態
度
を
測
定
す
る
「
異
文
化
適
応
胃
呂
言
国
言
ロ
（
ア
ヵ
ル
チ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
態
度
尺
度
」
の
日
本
留
学
生
向
け
改
訂
英
語
版
と
英
語
‐
日
本
語
金
ハ
ィ
リ
ン
ガ
ル
版
の
一
一

種
類
を
作
成
し
た
。
来
日
直
後
の
第
一
回
目
の
調
査
に
は
改
訂
英
語
版
を
用
い
た
。
約
半
年
後
の
第
一
一
回
目

の
調
査
と
約
一
年
後
の
第
一
一
一
回
目
の
調
査
で
は
英
日
零
ハ
ィ
リ
ン
ガ
ル
版
を
用
い
た
。
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異文化適応態度の｜年間の変化図

Ⅱ
○
・
四
一
一
）
、
「
同
化
」
の
第
一
回
目
と
第
一
一
回
目
（
Ｍ
Ⅱ
○
・
一
三
、
Ｓ

Ｄ
Ⅱ
○
・
四
六
）
、
「
同
化
」
の
第
一
回
目
と
第
三
回
目
（
Ｍ
Ⅱ
○
・
一
五
、

Ｓ
Ｄ
Ⅱ
○
・
三
九
）
の
四
つ
で
あ
っ
た
。
「
分
離
」
と
「
周
辺
化
」
の
調
査

時
期
に
よ
る
有
意
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
異
文
化
適
応

の
態
度
の
一
年
間
の
変
化
の
う
ち
、
「
統
合
」
の
態
度
は
第
一
一
回
目
の
調
査

時
に
減
少
し
、
第
三
回
目
に
元
の
水
準
ま
で
回
復
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
「
同
化
」
の
態
度
は
、
来
日
直
後
か
ら
半
年
後
に
は
低
下
す
る
が
、
そ

の
後
は
横
ば
い
に
な
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
分
離
」
「
周
辺

化
」
に
は
年
間
の
増
減
が
全
体
と
し
て
は
な
か
っ
た
。

「
統
合
」
の
態
度
は
、
異
文
化
適
応
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
最
も
理
想
的
な

も
の
で
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
や
精
神
的
な
健
康
状
態
と
の
深
い
関
連
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
（
団
①
儲
ご
幽
己
〆
言
》
乞
舘
）
。
こ
の
「
統
合
」
得
点
が
来
日
直
後

か
ら
半
年
後
に
減
少
し
、
一
年
後
に
再
び
増
加
し
て
い
る
と
い
う
結
果
は
、

在
日
外
国
人
を
対
象
と
し
た
弓
の
巴
（
印
刷
中
）
の
結
果
と
一
致
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
‐
帥
Ｉ
Ｒ
の
各
項
目
と
四
つ
の
態
度
と
の
相
関
を
調

べ
、
精
神
衛
生
と
「
統
合
」
と
の
間
に
負
の
相
関
を
見
出
し
、
「
同
化
」
「
分

離
」
「
周
辺
化
」
と
の
間
に
正
の
相
関
を
見
付
け
て
い
る
（
井
上
。
伊
藤
、

一
九
九
四
）
。
「
統
合
」
の
態
度
は
留
学
生
に
お
い
て
も
健
康
と
深
い
関
連
が



こ
こ
で
は
、
健
康
問
題
に
関
わ
っ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
事
例
を
通
し
て
留
学
生
の
適
応
過
程
と
健
康
状
態
の
変
化
を
考
察
す

る
。
一
一
一
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
来
日
早
々
に
健
康
上
の
問
題
が
現
わ
れ
、
相
談
活
動
の
支
援
を
受
け
、
年
度
後
半
に
問
題
が
解
決
し
た
留

学
生
で
あ
る
。

I３４

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
来
日
直
後
の
統
合
の
態
度
の
得
点
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
井
上
・
伊
藤
（
一
九
九
四
）
は
、
来
日
一
ヵ
月
で
は
健
康
の

項
目
と
異
文
化
適
応
態
度
と
の
間
に
有
意
な
相
関
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
入
国
直
後
に
相
手
文
化
（
日
本
文
化
）
に
対
す
る
興
味

と
積
極
的
受
容
の
態
度
が
強
い
の
は
、
体
験
に
よ
る
の
で
は
な
く
今
後
の
異
文
化
経
験
に
対
す
る
期
待
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

来
日
一
年
目
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
。
シ
ョ
ッ
ク
に
最
も
強
く
さ
ら
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
に
留
学
生
は
、
青
年
期
と
い
う
人
生

の
節
目
に
伴
う
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
た
め
に
、
健
康
上
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
症
状
が
現
わ
れ
る
。
最
初
の
一
年
目
の
適
応
の
困
難
を
抜
け
毛
、

生
理
不
順
な
ど
の
身
体
的
な
問
題
と
し
て
表
わ
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
心
理
的
な
問
題
と
し
て
表
わ
す
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
健
康
状

態
の
変
化
と
異
文
化
適
応
過
程
、
特
に
「
統
合
」
と
の
相
互
関
係
を
よ
り
具
体
的
に
ふ
る
た
め
に
、
第
一
著
者
が
相
談
活
動
を
行
な
っ
た
事

例
を
紹
介
し
、
考
察
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

事
例
研
究

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ

〈
事
例
Ｉ
〉
身
体
の
問
題
を
主
訴
と
し
な
が
ら
心
理
的
な
問
題
を
示
し
た
留
学
生

事
例
１
の
留
学
生
は
、
ア
ジ
ア
出
身
、
理
科
系
志
望
の
女
性
（
一
九
歳
）
で
あ
る
。
来
日
二
ヵ
月
目
頃
に
「
髪
の
毛
が
抜
け
る
の
で
良
い
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１３ラ

シ
ャ
ン
プ
ー
を
紹
介
し
て
欲
し
い
」
と
来
室
し
た
。
は
じ
め
の
頃
は
シ
ャ
ン
プ
ー
の
効
用
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
、
髪
に
必
要
な
栄
養
の
話
、
美

容
室
の
紹
介
な
ど
を
行
な
っ
た
。
五
カ
月
目
頃
か
ら
体
重
が
減
り
体
調
も
思
わ
し
く
な
さ
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
が
、
本
人
は
た

だ
「
寮
の
食
事
が
口
に
あ
わ
な
い
」
と
言
う
だ
け
で
あ
っ
た
。
定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
だ
と
説
明
し
そ
れ
を
了
解
し
た
。
ま
た

必
要
に
応
じ
て
サ
ン
ド
。
プ
レ
イ
（
箱
庭
療
法
）
や
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
。
テ
ス
ト
（
イ
ン
ク
。
プ
ロ
ッ
ト
。
テ
ス
ト
）
な
ど
の
心
理
検
査
も

実
施
し
た
。
サ
ン
ド
。
プ
レ
イ
に
認
め
ら
れ
た
現
実
感
の
乏
し
さ
や
、
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
検
査
に
示
さ
れ
た
心
気
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
も
、

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
本
人
が
洞
察
を
深
め
て
い
っ
た
。
課
題
意
識
が
強
く
生
真
面
目
で
完
全
を
追

求
す
る
た
め
学
習
や
人
間
関
係
で
妥
協
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
格
や
、
家
族
か
ら
の
過
大
な
期
待
に
対
す
る
幼
児
期
か
ら
の
心
理
的
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
の
つ
ら
さ
な
ど
も
、
志
望
す
る
大
学
を
決
め
る
九
カ
月
目
頃
に
は
本
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
自

分
の
育
っ
た
自
国
の
環
境
と
日
本
の
環
境
に
対
し
文
化
の
理
解
と
共
感
と
を
少
し
ず
つ
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
統
合
」
の
態

度
へ
の
変
化
の
時
期
に
、
食
生
活
に
対
す
る
改
善
の
努
力
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健
康
も
徐
々
に
回
復
し
て
い
っ
た
。

こ
の
事
例
は
親
日
家
の
父
親
の
影
響
を
受
け
て
高
い
留
学
の
意
欲
を
も
っ
て
来
日
し
た
学
生
で
あ
る
。
性
格
的
な
理
由
に
も
よ
る
が
、
自

分
の
出
身
国
か
ら
の
同
級
生
が
お
ら
ず
、
同
じ
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
学
生
が
校
内
に
い
な
い
の
で
、
孤
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
身
体
的
不
調
の
訴
え
が
深
く
心
理
的
な
問
題
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
本
人
が
自
覚
し
洞
察
し
て
い
っ
た
過
程
は
、
ま
さ
に
自
己
変
革

を
求
め
ら
れ
る
異
文
化
へ
の
適
応
過
程
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

〈
事
例
２
〉
政
治
的
な
理
由
と
専
攻
の
変
更
が
も
と
で
悪
化
し
た
健
康
が
改
善
し
た
留
学
生

事
例
２
の
学
生
は
、
東
南
ア
ジ
ア
出
身
の
理
科
系
志
望
の
男
性
（
一
一
○
歳
）
で
あ
る
。
三
カ
月
目
に
入
っ
て
、
「
来
日
前
に
決
め
た
専
攻

は
本
意
で
な
か
っ
た
の
で
変
更
し
た
い
」
と
言
っ
て
相
談
室
に
訪
れ
た
。
本
人
の
専
攻
変
更
の
相
談
は
、
出
身
国
と
日
本
の
政
府
機
関
と
の
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関
係
が
絡
み
、
変
更
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
個
人
の
努
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、
心
理
的
に
か
な
り
の
不
安
を
示

し
た
た
め
主
に
集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
な
い
、
出
身
国
と
日
本
と
の
歴
史
的
な
関
わ
り
や
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
、
留
学
の
目
的
・
将

来
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
そ
の
間
に
肌
あ
れ
や
眼
脂
が
顕
著
に
な
り
、
六
ヵ
月
を
過
ぎ
、
学
習
面
で
の
。
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
加
わ
る
に
つ
れ
て
軽
度
の
チ
ッ
ク
症
状
（
顔
面
け
い
れ
ん
）
も
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
健
康
状
態
は
進
路
（
専
攻
分
野
）
変
更
に
関
し

て
、
本
人
の
納
得
で
き
る
形
で
解
決
し
、
進
学
大
学
が
決
定
し
た
二
ヵ
月
目
頃
（
一
一
月
）
に
軽
快
し
た
。

こ
の
事
例
は
、
政
治
的
な
理
由
で
国
全
体
が
困
難
を
か
か
え
、
混
乱
が
続
い
て
い
る
国
の
留
学
生
で
あ
る
。
家
族
に
も
政
治
に
よ
る
犠
牲

者
が
い
て
、
そ
の
こ
と
が
青
年
期
に
お
け
る
心
理
的
外
傷
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
心
理
検
査
と
し
て
用
い
た
サ
ン
ド
。
プ
レ
イ
や
コ
ラ
ー
ジ

ュ
（
芸
術
療
法
の
一
種
）
の
作
品
に
も
う
か
が
え
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
混
乱
の
あ
る
国
の
学
生
の
場
合
、
自
国
に
対
す
る
肯
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
持
て
ず
、
ま
た
、
受
け
入
れ
国
（
日
本
）
へ
も
な
か
な
か
と
け
込
め
る
状
況
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
留
学
生
の
カ
ゥ
ン
セ
リ
ン

グ
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
個
人
の
適
応
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
、
政
治
的
、
国
家
的
背
景
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
国

と
日
本
の
両
者
に
対
す
る
「
統
合
」
的
態
度
を
本
人
が
構
築
で
き
る
よ
う
な
援
助
活
動
が
大
切
で
あ
る
。

〈
事
例
３
〉
多
方
面
か
ら
の
発
達
的
援
助
を
う
け
て
健
康
が
改
善
し
て
い
っ
た
留
学
生

事
例
３
の
学
生
は
、
東
南
ア
ジ
ア
出
身
の
理
科
系
志
望
の
男
性
（
一
九
歳
）
で
あ
る
。
一
ヵ
月
目
頃
、
「
頭
痛
。
腹
痛
・
発
熱
が
度
重
な

る
。
国
に
い
た
と
き
は
元
気
だ
っ
た
の
に
気
に
な
る
。
一
人
が
淋
し
い
」
と
訴
え
て
相
談
室
に
来
た
。
カ
ゥ
ン
セ
リ
ン
グ
は
長
期
に
わ
た
っ

た
。
初
期
は
言
葉
が
通
じ
に
く
か
っ
た
た
め
、
本
セ
ン
タ
ー
修
了
生
で
同
国
の
学
生
を
ビ
ア
。
カ
ゥ
ン
セ
ラ
ー
（
朋
友
の
立
場
か
ら
の
援
助

者
）
に
し
た
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
井
上
）
は
、
ビ
ア
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
日
本
人
学
生
と
留
学
生
に
よ
び
か
け
、

本
人
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。
身
体
的
不
調
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
と
連
携
し
健
康
の
回
復
に
努
め
た
。
こ
れ
ら
の
働
き
か
け

■
０
０
。
■
■
■
何
耐
Ｕ
０
１
く
。
■
ロ
．
“
‐
Ｉ
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ロ
ロ
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梱
咽
圃
画
■
卿
領
偽
“
Ｕ
●
１
０
■
ロ
ｎ
℃
和
和
『
９
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三
事
例
の
「
統
合
」
得
点

図
２
に
三
事
例
の
質
問
紙
に
お
け
る
「
統
合
」
得
点
を
全
員
の
平
均
と
と
も
に
示
し
た
。
三
事
例
と
も
共
通
し
て
第
一
一
回
目
の
得
点
が
低

く
な
っ
て
い
る
が
、
第
三
回
目
の
得
点
が
○
・
六
～
○
・
七
と
大
き
く
増
加
し
、
第
一
回
目
の
数
値
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
人
と

も
高
い
期
待
を
も
っ
て
来
日
し
た
第
一
回
目
の
調
査
時
期
の
後
、
第
二
回
目
の
調
査
時
期
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
、
日
本
文
化
の
摂
取
と
自

己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
統
合
に
困
難
が
現
わ
れ
た
の
だ
が
、
第
三
回
目
の
調
査
時
期
ま
で
に
は
再
び
両
者
を
統
一
的
に
追
求
し
て
い
こ
う

と
い
う
態
度
を
獲
得
す
る
と
い
う
、
個
人
的
な
過
程
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
Ｕ
字
型
の
変
化
は
、
多
く
の
留
学
生
が
経
験
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
三
事
例
は
「
統
合
」
の
態
度
が
低
迷
す
る
時
期
と
健
康
状
態
の
悪
化
の
時
期
が
連
動
し
て
相
談
や
援
助
を
必
要
と
し
、
問
題
が
解
決

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
統
合
」
の
態
度
が
来
日
直
後
よ
り
も
強
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

I３７

を
行
な
う
う
ち
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。
友
人
。
地
域
の
日
本
人
と
の
間
に
言
葉
に
よ
ら
な
い
心
理
的
信
頼
関
係
が
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、

一
年
後
の
面
接
で
確
認
さ
れ
た
。
日
本
人
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
た
夏
休
承
以
後
は
日
本
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
健
康
に
関
す
る
訴
え
が
減
少
し
て
い
っ
た
。
一
○
カ
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
寮
生
と
も
親
し
く
交
わ

る
姿
が
観
察
さ
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
面
で
も
将
来
の
抱
負
な
ど
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
修
了
式
間
際
の
誕
生
。
ハ
ー
テ
ィ
で
は
多
く

の
友
人
や
知
人
、
教
師
に
祝
福
さ
れ
晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
た
。

こ
の
事
例
は
、
自
国
か
ら
の
同
級
生
が
お
ら
ず
、
来
日
当
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言
語
で
あ
る
英
語
が
不
得
意
な
た
め
、
人
間
関
係

が
成
立
し
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
後
は
、
自
国
の
文
化
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
日
本
人
や
日
本
文
化
に
も
積
極
的
に
と
け
込

も
う
と
す
る
「
統
合
」
的
態
度
が
確
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
本
人
の
努
力
も
あ
り
、
地
域
レ
ベ
ル
も
含
め
受
け
入
れ
側
の
適
切
な
援
助

（
言
○
局
目
。
岸
○
》
岳
麗
を
参
照
）
も
加
わ
っ
て
、
健
康
状
態
が
改
善
し
た
留
学
生
で
あ
る
。
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図２３つの事例の「統合」態度の１年間の変化

全
体
的
考
察
と
ま
と
め

三
つ
の
事
例
は
、
ど
れ
も
一
年
目
の
お
わ
り
に
は
、
カ
ゥ
ン

セ
リ
ン
グ
活
動
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

へ
意
欲
を
も
っ
て
入
学
し
て
い
っ
た
留
学
生
た
ち
で
あ
る
。
そ

の
時
期
に
「
統
合
」
得
点
が
高
く
な
っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
ふ
統

合
的
な
異
文
化
適
応
の
態
度
と
健
康
状
態
が
相
互
に
大
き
く
関

係
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

本
研
究
が
示
し
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
留
学
生
が
、
相
手
国

（
日
本
）
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
課
題
と
、
自
文
化
に

根
ざ
し
た
自
我
を
青
年
と
し
て
構
築
す
る
と
い
う
課
題
と
を
突

き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
危
機
的
な
状
況
に
な
り
、
両
者
に
取
り

組
む
こ
と
が
困
難
で
健
康
状
態
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
る

が
、
適
切
な
援
助
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
、
再
び
「
統
合
」
の
態
度
を
回
復
さ
せ
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

留
学
生
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
。
シ
ョ
ッ
ク
、
経
済
的
不
安
、
学

業
面
で
の
困
難
、
政
変
や
経
済
危
機
な
ど
の
母
国
の
事
件
の
影

ｇ
Ｑ
Ｏ
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響
、
人
間
関
係
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
、
進
路
選
択
へ
の
不
安
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
固
有
の
課
題
を
持
っ
て
い
る
。
留
学
生

の
異
文
化
適
応
の
過
程
に
は
、
時
期
に
応
じ
て
単
一
あ
る
い
は
複
数
の
課
題
が
解
決
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
勉
学

に
対
し
て
強
い
意
欲
を
も
っ
て
来
日
し
な
が
ら
も
、
身
体
的
、
精
神
的
に
悩
む
学
生
も
少
な
く
な
い
。
本
研
究
か
ら
は
各
時
期
に
集
団
的
に

実
施
し
た
質
問
紙
調
査
と
個
人
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
事
例
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
健
康
上
の
問
題
が
異
文
化
適
応
の
態
度
と
関
連
し
て

い
る
こ
と
、
問
題
が
起
き
る
場
合
、
ほ
ぼ
来
日
半
年
の
頃
に
深
刻
化
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
健
康
上
の
問
題
の
多
く
は
発
達
的
な
援
助
に
よ
っ

て
一
年
後
に
は
改
善
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
し
た
。

留
学
生
の
抱
え
る
異
文
化
適
応
の
問
題
へ
の
援
助
に
あ
た
っ
て
は
、
異
文
化
間
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
留
意
点
と
し
て
、
言
語
、
文
化
差
、

発
達
的
な
視
点
の
一
一
一
点
を
中
心
に
、
井
上
。
鈴
木
（
一
九
九
四
）
お
よ
び
鈴
木
。
井
上
（
一
九
九
四
）
が
論
考
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

問
題
を
く
り
か
え
す
こ
と
は
し
な
い
で
、
留
学
生
の
健
康
に
対
す
る
援
助
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
、
本
研
究
の
ま

と
め
と
し
た
い
。

第
一
に
、
身
体
的
訴
え
を
含
め
て
留
学
生
の
問
題
行
動
は
文
化
的
背
景
に
よ
っ
て
、
そ
の
現
わ
れ
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。
留
学
生
の
健
康
の
問
題
は
、
性
、
地
域
、
民
族
の
特
徴
別
（
た
と
え
ば
、
個
人
主
義
対
集
団
主
義
、
高
文
脈
文
化
対
低
文
脈
文
化
）
な

ど
を
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
調
査
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

第
一
一
に
、
留
学
生
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
発
達
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
疾
病
を
含
め
問
題
行
動
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
を
、

そ
れ
だ
け
切
り
離
し
て
と
ら
え
て
、
そ
の
も
の
を
な
く
せ
ば
い
い
の
だ
と
い
う
考
え
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
女
子
学
生

の
「
生
理
不
順
の
訴
え
」
に
対
し
、
単
に
身
体
的
、
生
理
的
な
こ
と
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
彼
女
の
発
達
要
求
の
現
わ
れ

と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
今
回
の
研
究
は
示
唆
し
て
い
る
。
異
文
化
の
な
か
で
自
立
要
求
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
壁
」
が
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
き
の
注
意
信
号
と
し
て
、
問
題
行
動
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
受
け
入
れ
側
の
役
割
と
し
て
は
、
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そ
の
学
生
の
「
壁
」
の
正
体
を
み
き
わ
め
て
援
助
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
留
学
生
の
示
す
問
題
行
動
の
信
号
の
意
味

を
適
応
欲
求
、
あ
る
い
は
自
立
欲
求
な
ど
の
発
達
へ
の
要
求
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
国
の
課
題
は
、
来
日
一
年
目
が
留
学
生
の
適
応
上
、
危
機
を
伴
う
時
期
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
発
達
的

な
援
助
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
留
学
生
が
示
し
や
す
い
カ
ル
チ
ャ
ー
。
シ
ョ
ッ
ク
も
「
不
適
応
」
と
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、
次
の
発
達
上
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う
一
時
的
な
混
乱
と
し
て
受
け
と
め
、
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
新
し
い
水
準
に
到
達
で
き

る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
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菖
塁
）
、
嵩
包
署
侭
拐
》
ご
く
四
の
宮
口
四
○
口
”
シ
シ
少
の
．

、
の
局
ご
》
〕
ｏ
ｐ
ｐ
ご
弓
・
》
乞
謁
》
員
缶
ｎ
ｏ
巳
白
日
ご
○
ロ
四
国
Ｑ
２
岸
昌
の
８
国
薗
只
》
署
冒
］
・
雪
．
国
①
『
ｑ
》
唇
．
国
．
勺
○
○
再
言
い
Ｐ
言
．
国
．
の
①
胴
画
一
｝
四
口
。
勺
．
閃
．
ロ
ロ
の
ｇ

（
の
Ｑ
の
．
）
》
○
ｓ
閉
‐
・
ミ
ミ
ミ
ミ
己
建
Ｓ
ｇ
Ｃ
空
恥
滝
鴎
⑮
ｓ
ｓ
琴
国
菖
包
員
慧
言
国
言
苫
の
》
ｚ
の
言
居
○
房
》
ｚ
呂
叩
○
口
日
耳
昼
ｍ
の
ご
己
ぐ
関
鰹
ご
桐
『
の
の
ｍ
・
ロ
ロ
．
雪
』
‐

I４ｏ

の
四
ｍ
の
、

冒
○
宮
①
》
目
四
戸
四
『
○
四
口
。
門
口
丙
①
冨
丙
○
岸
○
》
邑
麗
》
倉
シ
８
巳
冒
国
威
○
国
冒
○
豆
の
日
の
○
庫
○
吋
①
侭
目
①
刷
冒
］
四
℃
回
国
》
ご
』
９
国
苫
鴎
⑲
配
、
具
尋
串
野
旨
言
浄
》
堕
雪
ｚ
ｏ
．

漢
ロ
ロ
．
つ
心
ｉ
司
祭

井
上
孝
代
、
一
九
九
五
、
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
編
『
留
学
生
担
当
者
の
手
引
き
』
、
凡
人
社
。

井
上
孝
代
・
伊
藤
武
童
一
九
九
四
「
在
旦
年
目
の
留
学
生
の
異
文
化
適
応
ｌ
予
備
教
育
機
関
中
の
『
異
文
化
適
応
態
厚

質
問
紙
調
査
」
、
『
日
本
健
康
心
理
学
会
第
七
回
大
会
（
神
戸
女
子
大
学
）
発
表
論
文
集
』
、
一
○
○
～
一
○
一
ペ
ー
ジ
。

と
『
健
康
』
の
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井
上
孝
代
。
鈴
木
康
明
、
一
九
九
一
一
一
、
「
留
学
生
援
助
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
の
位
置
づ
け
」
、
『
異
文
化
間
教
育
学
会
第
一
四
回
大
会
発

表
抄
録
』
、
四
八
～
四
九
ペ
ー
ジ
。

井
上
孝
代
。
鈴
木
康
明
、
一
九
九
四
、
「
留
学
生
と
カ
ゥ
ン
セ
リ
ン
グ
（
三
）
１
１
留
学
初
年
度
の
生
活
指
導
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
の
意

義
」
、
『
東
京
外
国
語
大
学
。
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
論
集
』
一
一
○
号
、
一
二
七
～
一
四
一
・
ヘ
ー
ジ
。

尿
巨
口
喜
。
巨
壷
》
言
ミ
ミ
ミ
言
曽
旦
琴
ミ
ミ
ミ
ミ
崎
昌
芸
さ
ｓ
§
暑
串
ど
き
信
言
↑
馬
ミ
ミ
号
言
§
二
言
ご
ミ
ミ
、
昌
訪
言
ミ

ミ
崎
冒
導
偲
写
§
鼠
曽
§
‐
§
崎
ミ
ミ
崎
宍
ミ
ミ
の
亀
員
ご
§
篭
‐
昏
曽
登
言
・
己
。
§
邑
呂
脇
①
言
芹
言
》
ご
弓
の
『
⑳
ご
◎
開
門
。
『
・
具
。

（
ご
ロ
ロ
匡
匡
厨
可
の
ｅ
・

モ
ィ
ャ
‐
康
壬
一
九
八
七
、
「
心
理
ス
ト
レ
ス
の
要
因
と
対
処
の
仕
方
ｌ
在
日
留
学
生
の
場
合
」
、
『
異
文
化
間
教
育
』
一
号
、
八
一
ｉ
九
七
ぺ

１
ジ
。

村
田
雅
之
。
原
芳
男
、
一
九
九
二
、
「
留
学
生
の
適
応
過
程
ｌ
適
応
に
要
す
る
時
間
に
関
す
る
分
析
」
、
皇
社
会
心
理
学
会
第
三
三
回
大
会
発

表
論
文
集
』
、
九
八
～
九
九
・
ヘ
ー
ジ
。

大
東
祥
孝
。
丸
井
英
二
・
鈴
木
国
文
。
大
橋
敏
子
・
坂
本
な
ほ
子
、
一
九
九
三
、
「
留
学
生
の
医
療
状
況
と
疾
病
構
造
（
第
一
報
）
そ
の
２
」
、
『
保

健
の
科
学
』
三
五
巻
、
一
一
号
、
八
○
五
～
八
一
○
・
ヘ
ー
ジ
。

鈴
木
康
明
・
井
上
孝
代
一
九
九
三
、
「
留
学
生
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
一
）
ｌ
日
本
人
イ
メ
ｉ
ジ
の
特
徴
か
ら
ふ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
際

の
留
意
点
」
、
『
東
京
外
国
語
大
学
。
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
論
集
』
一
九
号
、
一
八
七
～
一
一
○
六
ペ
ー
ジ
。

鈴
木
康
明
。
井
上
孝
代
、
一
九
九
四
「
留
学
生
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
二
）
ｌ
言
葉
の
問
題
を
契
機
に
自
己
評
価
が
下
が
っ
た
男
子
留
学
生
の
事

例
」
、
『
東
京
外
国
語
大
学
。
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
論
集
』
一
一
○
号
、
一
一
三
～
一
二
六
・
ヘ
ー
ジ
。

房
豊
国
器
○
＆
言
い
》
（
言
胃
の
脇
）
．
震
の
○
］
○
貝
ロ
①
『
シ
＆
尾
の
目
の
昌
叩
目
彦
①
８
の
①
。
【
閉
○
『
の
ヨ
の
厨
冒
］
国
富
ロ
》
ご
冒
奇
§
負
言
菖
ミ
舌
ミ
ミ
ミ
ミ

ｏ
さ
串
ミ
ミ
ミ
雨
ご
暮
。
ざ
巴
．

田
中
共
子
・
高
井
次
郎
。
神
山
責
弥
・
村
中
千
穂
。
藤
原
武
弘
、
一
九
九
○
、
「
在
日
外
国
人
留
学
生
の
適
応
に
関
す
る
研
究
（
１
）
ｌ
異
文
化
適

応
尺
度
の
因
子
構
造
の
検
討
」
、
『
広
島
大
学
総
合
科
学
部
紀
要
』
Ⅲ
、
一
四
、
七
七
～
九
四
ペ
ー
ジ
。


